
身体
も心もリフレッシュ

10

軒
先
に
整
然
と
並
ぶ
柿
す
だ
れ
初
冬
の
陽
差
し
や
わ

ら
か
に
受
く

八
嶋
　
正
子

納
屋
隅
に
ぽ
つ
ん
と
転
が
り
出
番
な
る
冬
至
待
ち
居

り
南
瓜
が
一
つ

佐
藤
　
ひ
で

三
十
年
勤
め
終
え
た
る
吾
が
背
な
を
初
冬
の
陽
ざ
し

優
し
く
包
む

石
田
み
ど
り

「
こ
ん
に
ち
は
又
来
ま
し
た
よ
宜
し
く
ね
」季
節
忘
れ

ず
白
鳥
は
来
る

高
野
　
　
伝

小
春
日
を
縁
に
端
居
し
憩
う
と
き
先
ず
眼
に
う
つ
る

石
蕗
の
花

大
槻
　
正
兄

欅
大
樹
も
裸
木
と
な
り
て
冬
空
に
沈
黙
の
ま
ま
春
を

待
つ
な
り

岡
崎
　
澄
子

待
ち
待
ち
し
ク
ラ
ス
会
の
通
知
届
け
ど
も
足
弱
く
な

り
行
く
を
た
め
ら
う

平
間
　
久
子

晴
れ
た
日
に
美
容
院
へ
と
遠
き
道
歌
を
唄
い
つ
つ
歩

け
ば
楽
し

太
田
　
敏
子

霜
く
る
た
び
味
の
深
ま
る
大
根
を
今
日
は
ふ
ろ
ふ
き

明
日
は
引
菜
に

阿
部
み
さ
子

ベ
ッ
ド
よ
り
朝
焼
雲
を
見
て
居
る
に
ま
た
た
く
ひ
ま

に
姿
変
わ
れ
り

鈴
木
セ
ツ
子

評

一
首
目
。
初
冬
の
淡
い
日
差
し
と
澄
ん
だ
空
気
、

そ
こ
で
干
し
が
き
は
甘
く
お
い
し
く
変
身
す
る
。
季

節
感
十
分
の
歌
。
二
首
目
。
古
い
風
習
の
冬
至
カ
ボ

チ
ャ
は
、
ど
っ
こ
い
ま
だ
生
き
て
い
る
。「
出
番
」

が
い
い
。
三
首
目
。
永
年
の
勤
め
を
終
え
た
自
ら
を

い
た
わ
り
、
い
と
お
し
む
感
慨
が
下
句
に
こ
め
ら
れ

た
。

こ
ん
な
に
も
喪
中
の
葉
書
星
冴
ゆ
る

山
家
　
弘
子

綿
虫
の
風
よ
り
か
ろ
く
漂

た
だ
よ

へ
り

佐
藤
　
周
子

野
良
猫
の
媚
び
し
し
ぐ
さ
や
漱
石
忌

日
下
　
　
文

落
葉
し
て
ベ
ン
チ
に
掛
け
る
人
も
な
く
高
橋
　
正
男

掃
け
ば
又
風
が
つ
れ
く
る
落
葉
か
な

川
村
　
靜
恵

石
垣
の
少
し
崩
れ
て
石
蕗
の
花

大
庭
　
良
子

農
と
し
て
神
宮
暦
求
め
け
り

岩
沢
　
伍
峯

気
ま
ま
な
る
老
の
夕
餉
や
玉
子
酒

三
浦
　
愛
嶺

麗う
ら
ら

か
や
新
郎
新
婦
に
喝
采
す

制
野
　
リ
エ

夕
陽
さ
す
蔵
王
の
嶺
を
鳥
渡
る

水
戸
　
光
穂

評

一
句
目
。
今
年
は
何
と
喪
中
の
は
が
き
が
多
い

こ
と
か
。
寒
々
と
し
た
夜
空
に
は
星
が
き
ら
め
く
、

し
み
じ
み
と
し
た
句
で
あ
る
。
二
句
目
。
冬
の
初
め

に
見
る
綿
虫
、
風
よ
り
軽
く
漂
う
の
で
あ
る
。
綿
虫

の
命
を
思
う
。
三
句
目
。
夏
目
漱
石
の
「
吾
輩
は
猫

で
あ
る
」、
忌
日
で
あ
る
猫
と
漱
石
忌
の
取
り
合
わ

せ
が
面
白
い
句
と
な
っ
た
。

※
俳
句
勉
強
会
は
毎
月
第
二
土
曜
日
、
第
四
日
曜
日

に
中
央
公
民
館
で
十
二
時
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

似
顔
絵
を
上
手
に
描
い
て
う
ら
ま
れ
る

松
永
美
智
子

厳
し
さ
の
言
葉
の
中
に
あ
る
温
み

小
野
嘉
津
子

嘘
ひ
と
つ
隠
す
に
嘘
が
嘘
を
生
み

草
野
　
　
清

ジ
ャ
ン
ボ
く
じ
巳
年
に
賭
け
て
夢
を
買
う

大
沼
　
妙
子

ご
苦
労
を
謝
し
て
カ
カ
シ
の
骨
を
焼
く

川
村
　
靜
恵

宝
く
じ
は
ず
れ
た
無
念
鶴
を
折
る

阿
部
は
ぎ
の

初
霜
に
忘
れ
た
鉢
が
風
邪
を
引
き

佐
藤
　
愛
子

古
稀
迎
え
暗
い
内
か
ら
万
歩
計

鈴
木
　
希
市

日
め
く
り
に
師
走
の
街
が
せ
か
さ
れ
る

四
竃
　
英
夫

家
系
に
は
無
い
幸
運
の
八
十
路
越
え

佐
藤
　
武
雄

評

一
句
目
。
あ
ま
り
に
も
よ
く
特
徴
を
つ
か
ん
で

書
い
た
か
ら
、
書
か
れ
た
人
は
気
に
入
ら
ぬ
の
で
は
。

初
心
の
方
で
す
が
川
柳
の
セ
ン
ス
あ
り
。
二
句
目
。

そ
の
人
を
愛
す
る
が
故
の
厳
し
い
言
葉
、
し
か
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
言
葉
は
厳
し
く
と
も
目
は

温
か
い
。
父
親
的
愛
情
。
三
句
目
。「
う
そ
で
し
た
」

と
素
直
に
謝
れ
る
人
は
心
が
広
い
、
と
か
く
う
そ
を

隠
す
た
め
に
ま
た
う
そ
の
上
塗
り
を
。
い
ら
ざ
る
ス

ト
レ
ス
を
生
ま
な
い
た
め
に
も
素
直
で
あ
り
た
い
。

全
体
的
に
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
作
句
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
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歌

壇�

高
　
橋
　
辰
　
男
　
選�

俳

壇�

遠
　
藤
　
秋
　
尾
　
選�

柳

壇�

山
　
田
　
風
　
流
　
選�

亜
墨
利
加
船
浦
賀
渡
来
記

表
紙
と
も
三
十
六
丁
・
20
×
13
・
５

㎝
、
絵
図
一
枚
付
き
の
大
き
さ
で
あ
る
。

前
半
は
、
幕
末
に
日
本
に
来
航
し
た
ア

メ
リ
カ
の
黒
船
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
を
集

め
た
も
の
で
、
後
半
は
、
突
然
の
異
国

船
の
来
航
に
狼
狽
ろ
う
ば
い

す
る
幕
府
や
、
世
情

を
歌
っ
た
チ
ョ
ボ
ク
レ
（
戯ざ

れ
歌
）
を

書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

書
き
出
し
は
、
こ
の
た
び
渡
来
の
異

国
船
四
艘そ
う

は
、
出
し
抜
け
に
来
た
の
で

は
な
く
、
昨
年
中
に
オ
ラ
ン
ダ
人
を
介

し
て
長
崎
へ
申
し
出
て
い
た
も
の
で
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
都
・
ツ
ン
コ
ン
ト

ン
（
？
）
よ
り
王
命
を
受
け
た
使
節
で

あ
り
、
王
の
書
翰
し
ょ
か
ん

は
応
接
の
役
人
で
は

な
く
、
奉
行
に
直
々
に
渡
し
た
い
と
い

う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
黒
船
に
つ
い

て
は
、
意
味
不
明
の
と
こ
ろ
も
あ
る
が

「
四
艘
の
内
二
艘
は
大
砲
三
台
五
梃

据す
え

・
蒸
気
船
一
艘
は
同
十
二
梃
据
・
同

一
艘
は
総
鉄
張
り
で
二
十
梃
据
、
ハ
ツ

テ
イ
ラ
と
唱
と
な
え

候
云
々

…
。
蒸
気
船
二
艘
は
噂

の
如
く
車
輪
の
廻
り
早

く
走
り
方
至
っ
て
迅
速

云
々
…
」
と
あ
り
、
相

当
の
う
わ
さ
に
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

本
書
に
は
、
さ
ら
に
、

ア
メ
リ
カ
提
出
の
書
翰

や
幕
府
の
返
書
・
合
衆

国
か
ら
の
献
貢
物
・
幕

府
か
ら
ア
メ
リ
カ
船
へ

の
進
物
な
ど
も
記
録
し

て
い
る
。
チ
ョ
ボ
ク
レ

も
興
味
深
い
も
の
で
あ

る
。
絵
図
の
「
浦
賀
港

異
船
応
接
の
図
」
も
異

色
で
あ
る
。

（
白
石
市
図
書
館
蔵
）

白
石
の
古
文
書
J
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私たちのサークルは、毎月第１・
３火曜日の午前中に「あしたば白石」
で活動しています。シェイプアップ
体操という名称ですが、実際は八巻
奈美子先生の指導の下、エアロビク
スをしています。
難しそう、ハードそうと思われが
ちなエアロビクスですが、このサー
クルでは、各自の運動能力やその日
の体調に応じてエクササイズをして
いるので、経験や年齢を問わず身体
を動かすことができます。
なにより音楽に合わせるので、よ
り楽しくそう快な気分になります。
また、あしたば白石では託児をして
くれるので、小さい子供さんがいる
お母さんも参加できます。
運動を始めたいと思っている方、

肩凝りなど体調がすぐれない方、ス
トレスを感じている方など、私たち
と一緒に汗をかき、身体も心もリフ
レッシュしませんか。ぜひ、見学、
１日体験をしに来てください。

先月、寒いアイルランドからもっと寒い日本に
帰って来ました！クリスマスとお正月は久しぶり
に家族と、アイルランドで過ごしました。とても
楽しかったです！
私は、この帰省中に、アイルランドに留学して

いる日本人の友達と会いました。そして、私が日
本に来たとき、日本の文化などを丁寧に皆さんが
紹介してくれたように、アイルランドの文化とお
いしい食べ物などを彼女に紹介することができま
した。私にとって日本の皆さんの好意に報いるチ
ャンスでした。
クリスマス期間中に、友達をパブに連れて行き

ました。そのパブは山にあり、とても古くて、人
気のあるところです。アイルランドで「見知らぬ
人はまだ会ったことのない友達」ということわざ
があります。そのパブに行って、このことわざを
思い出しました。飲み物を注文したとき、（友達
はもちろんギネスビールを飲んだ！）隣に座った
おじさんが彼女に“どこから来ましたか？”と話し
かけてきました。そして日本だと言うとすぐ“僕

は京都に行ったことがあるよ！”と言っていまし
た。
そのパブでは音楽もありました。ワンマンバン

ドがアイルランドの伝統的な曲を演奏し、客全員
で一緒に歌ったりしました。そのバンドの人が友
達に感想を聞くと、“とても楽しかった”と感激し
ている様子で、それを聞いて私もうれしかったで
す。

11

あ
　
め
　
り
　
か

▲みんなで“スランチャー”（アイルランド語で“乾杯”）

（
左
か
ら
２
番
目
は
私
の
姉
で
す
）


